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AI発明の指針が必要であるか否かを判断するために、且つ、AI発明のパテンティングに対

しそのような指針の進展を支援するために 

USPTOが AI発明のパテンティングに関するパブリック・コメントを求める 
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１．はじめに 
 

USPTO は、これまで数十年間、AI 発明を審査してきたと共に、AI 発明に必然的に関連する

多くの技術分野における指針を発行してきました。そして、AI 発明に関し、より適切な審査を

するためにも、技術革新コミュニティ（"innovation community"）や AI の専門家とかかわり合

いを持つことが必要であると USPTO は考えてきました。なお、AI 発明は、全体または一部が

AIによって生み出された発明と、AIの発明とを含みます。 

 

USPTOは、AI発明に係る特許出願のパテンティング（"patenting"）の信頼性と予測可能性と

を促進するために、更なる指針の必要性の有無を決定する必要があるとの結論に達しました。こ

れは、適切な特許保護を後押しする手立てが実施されることによって、更なる技術革新が促され、

これら重要な技術分野およびその周辺の技術の更なる技術革新を奨励するためでもあります。 

 

このような状況下で、AI発明の指針が必要であるか否かを判断するために、且つ、AI発明の

パテンティングに対しそのような指針の進展を支援するために、AI 発明のパテンティングに関

する意見や情報（パブリック・コメント）を求めることを USPTOは決定しました。このことに

ついて、以下に、詳細に説明します。 
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